
I B -3 I 
U土一二jスペシヤルオリンピックス会員のボランティア活動に対する意識について

~ 参与形態によるボランティア活動と組織の機能の評価~

O 鈴木英悟(東海大学大学院) 大堀孝雄(東海大学) 西野仁(東海大学)

キーワード:スペシヤノレオリンピックス、ボランテイア、知的障害者スポーツ

I 砂f兜 IJ的

近年わが国におけるボランティア活動への関心や認知は高まっており、多くの国民が機会と条件が満

たされるならば、ボランティア活動への参加を積極的に求めるようになってきている。注1)注2)スペシ

ヤノレオリンピックス(以下80とする)日本は、 1994年 11月に 80熊本が設立され 1997年 12月現在 11

地区の設立となったが、この間 80日本としての総括は一度もされなかった。注 3) 

そこで、本研究は、 80会員のボランティア活動に対する評価と 80地区・ 80日本の機能に対する評

価を参与形態別に検討することを目的とする。

II 80日本の概要

① 80の目的と活動

知的ハンディを持つ人たちに、彼らの自立と社会参加の促進を目指した日常活動であるスポーツト

レーニングプログラムとその成果の発表の場である競技会を提供することを目的としている。活動に

おいてはボウリング、陸上競技、パスケットボール、水泳などのスポーツトレーニングプログラムを

週 1回実施している。

②80日本の歴史

1993年 3月に80熊本が設立。 1994年 11月に 80日本が設立され、国際本部(ワシントン DC)に

加盟した。 1997年 12月現在日地区の組織が活動している o 1998年 (8月現在)に 4地区(鹿児島、

広島、長野、北海道)で設立準備委員会が発足し、長野を除く 3地区が設立された。 1997年3月現在

の会員構成:一般ボランティア (2，974人)、学生ボランテイア (526人)、団体ボランティア (259

人)、アスリート(男 591人、女260人、計851人)注4)

③各地区の設立年

表1)地区別股立年
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国研究方法

1 .調査対象 S011地区のボランティア名簿から無作為抽出した

ボランティア会員(法人、団体を除く)980名。

郵送法による無記名のアンケート調査。2.調査方法

3. 回収率 980枚郵送し、回収数は 384枚、宛名不明 21枚。

有効回収率 38.6%

表2) 地区別会員数と間査用紙の配布・回収数

¥¥¥  間ホ: 東京 大阪 佐R 神舟川 宮械 大分 楠岡 石川 京都 徳島

ポヲ会員数 542 266 204 69 569 818 306 319 55 26 82 

胞内I数 175 93 56 18 159 2GG 74 92 20 6 21 

llG布串(%) 30.1 30.5 27.5 26.0 28.0 32.5 24.1 28.8 30.3 23.0 25.6 

有効回収数 75 39 11 11 49 104 24 37 10 5 13 
..ー・ -・・ ...~.ー咽咽6 ・ ー....... .... ......，... 

回収"'(略} 42.8 11.1 19.6 61.1 30.8 40.3 32.4 40.2 50.0 83.3 61.9 

4. 調査期間 1 998年 6月 13 日 ~1998年 7 月 6 臼

5.調査内容の構成

合計

3256 

980 

30.0 

378 
....・・.......

39.2 

質問項目は、 SO日本の助言およびso会員延べ25名による予備調査、 「全国ボランテイ
ア活動者実態調査報告書Jを参考に作成した。

属性、会員加入の動機、今後のsoのボランティア活動への態度、ボランテイア活動の評
価、 rso地区Jと rso日本j の機能の評価、 so運動の認識、等から成る。

6.集計方法

(1)単純集計の結果を、参与形態別にクロス集計をし、表を作成した。

( 2)参与形態:活動頻度(活動時間量一予測)を基準として役務別に5つに分類した。 2つ以

上の役務を担当している会員は活動頻度の多い役務に集約して集計をした。

IV 属性

#l3)サンプルの属性

項 目 。N 怖) 項 目 :¥ (%) 項 目 N 同)

生.JL 入会年 色一室
男性 132 (34.9) 1993 24 ( 6.4) 自営業 44 (11.6) 

女性 246 (65.1) 1994 31 ( 8.2) 自由業 23 ( 6.0 

1995 74 (19.6) 会社員・公務

年齢 1996 101 (26.7) 員・団体職員 123 (32.5) 

10-19歳 25 ( 6.6) 1997 124 (32.8) パート・アル

20-29歳 45 (11.9) 1998 24 ( 6.3) パイト 37 ( 9.8) 

30-39歳 40 (10.6) 書与形態 中学高校生 16 ( 4.2) 

40-49歳 94 (24.9) 会費会員 138 (37.1) 電車内・短大・

50-59鍛 118 (31.2) 役員・理事 30 ( 8.1) 大学生 28 ( 7.4) 

60-69歳 46 (12.2) コーチ責任者 23 ( 6.1) 無職 107 (28.3) 

70歳以上 10 ( 2.6) コーチ補助 92 (24.7) 

サボーター 89 (23.9) 
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V 結果

1 参与形態によるボランティア活動の評価

表4は、これまでの soボランティア活動を通して「良かったj と実感した項目を集計し、結果を示

した。

l) r良かったj 評価

① 全体の上位3項目は、 1位「新たな友人づくり(56.4%)J 、2位 f陣容者問題の視野拡

大 (46.1%)J、3位 rso運動に共感 (43.9%)jであった。②「その他jの回答肢を除

く下位項目で最下位は「アスリートとの信頼関係 (16.8%)J、次いで少ない割合は「自

分自身の役割達成(17.1%)Jであった。

2) r困ったj評価

① 全体の上位3項目は、 1位「活動と仕事、家事、学業等の時間的調整が困難 (47.4%)J、

2位「活動に必

要な情報伝達の

不足(18.4%)

j 、3位 f活動

中の事故が心配

(15.4%) Jであ

った。②5つの

グループに共通

して 1イ立は 「

活動と仕事、家

事、学業等の時

間的調整が困難

Jで、割合も 4

割強から 6割弱

であるが、最も

高い数値を示し

たのはコ}チ責

任者の 56.5%で

あった。

表4)参与形態別ボランティア活動の評価(上位3項目)

明I1 f良かったj経験 盟之主斗盟
#'-i 
形陣、¥ 項 11 実数同 項 n i 実数同

尽り理動が円附 1'\，の仁 J~'" した 01 相 21情動止 fl:.1I・軍司阪・'''f.薫湾町時1m"'，: r.丸 i開 7

会1t

会n
N"138 

四世が探Lい

F聖書S開l哩11と対fるIV.'fがIi、が':''1.(';-，・3 明 、 1~.. Q..1.:tの他

新たなIf.人がUI来た 44 :32.6 I活動中町事徴が心配である

2.ri ..;..J 9.~ 

20 1-1.6 

C 2) 11判理酌がH閉すもの仁共感Lfr: : 22 : 73.3 I情動と fl事・軍事・乍1陸軍町時間的 16 明河

役員 l 、 調整が熊Lい

Ði t." な在人が1I1 :l~Iト Z九 7r. 7 I sn (1)IJf作 fをなどで I~ われている川

i'l! 'Ir .: ...... I.lfiがtスかり 1:互い

7 スリ}トが '''Ct ・署~j聖 f' ~ J : 15 : 50.0 I地1;(の世n町楠将JJ.栂肋が不足

N :10 明而仁川士..)t.-.

C 3) 新止な友人が111"<1:-. 21J :'7.0 11，'，軸1:f1市 京・布・乍軍司即時1111的 13 

『‘ f' I ... I調幣が障Lい

l'l任者 |アスリ}トが f聖(t・曙i章fる 1. :78.3 荷動Ic必要な情僚がきちんと依i望

場而I.C.III会匁た

N"2九

(4 ) l IJi t.ll If. A~' 1II 
コーヲ

補助

間耐白々が携しか .，t:.

N"'" !J2 

新たな主人が111来t

( 5) 

り ;I!~ タ 情動向身が事Lかった

ア実リートが I~'(じ.~冷 J' ，61

N，'89 場而に川会った

※ %:各参与1杉憾の人数に対する骨I{干
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さfL!.U'、

地区町世Rの附導力 援助が不足 7 

情動とfI事・寧*・孝婁場町時間的 41 

間鴨が媛しい

アスりートI:m朝間保守事〈のが 21 

揮しい

情動仁必要な情僚がさらんk伝i章 。20

さhl.t¥r、

所動とfI事・軍司草 学韓湾町時間的 42

四世が蝿しい
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されない
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間会がない



2 参与形態による so地区と so日本の機能の評価

soのボランティアの組織と活動を発展させていくうえでsoの機能として重要と考える項目

を3つ以内で選ばせ、集計した結果の主な内容を示す。

1) SO地区がカを注ぐべき事項

① 全体の t位3項目は、 1位「新しいボランティア会員加入の活動機会提供 (47.8%)J、

2位 fコ)チボランティアと支援ボランティアの意志疎通の円滑化 (36.0%)J、3位

「新しいアスリートの加入 (23.6%)Jであった。

② 5つのグループに共通する項目は、 「新しいボランティア会員の加入のための活動機会

の提供Jで、コーチ責任者が 2位 (47.8%)であるが、他の4つのグル}プは 1位であ

った

2) SO日本が力を注ぐべき事項

① 全体の上位3項目は、 1位 rso日本と SO地区の情報交換の円滑化 (40.4%)J、2位

rso会員の研修機会の提供 (36.5%)J 、3位 rso地区の組織的運営の効率化 (30.5%)J 

であった。

⑨ r80目本と SO地区の情報提換の円滑化Jを1位にあげたのは役員・理事 (60.0%)、

コーチ責任者 (47.8%)、コーチ補助 (50.0%)、サポーター (36.8%)であり、会費

会員は、 2位 (30.6%)であった。

VI まとめ

1)ボランティア活動の評価

全体の結果と参与形態による結果に共通する項目と異なる項目があるのは、soに対する

かかわり方ー活動内容と活動頻度の実体の差異によると推察された。

2) 80地区 .80目本の組織の機能の牌価-80地区の蝶掴どしては、ボランティア会員と

アスリ}ト会員の拡大、ボランティア会員同士のコミュニケーションがあげられたが、

実践的立場からの要望と考えられた。 so日本では、 so地区との情報交換不足が最大の

課題としてあげられた。これは、 so日本およびso地区の歴史が浅いこと、組織力が弱

いことから相互の組織的機能の未成熟によるものと、考えられた。

注l) r月刊世論調査J (1993) 総理府広報室 p30 注2) r全国ボランティア活動者実態調査報告

書J (1996)全国社会福祉協議会 注3)SO日本専務理事・菅 正康氏(1998，5，25) 注4) r1998 

年第 1回・地区連絡協議会資料スペシヤノレオリンピックス日本、 ( 1998，3，29) 
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